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1.緒言

軟式と硬式の打盤慰j作を比較すると，スイ

ングの軌跡が違うと考えられる.本研究の目

的は，軟式と硬式の打~喜朗]作をバイオメカニ

クス的に分析し，軟式と硬式の打撃動作を明

らかにし，指導のポイントを導き出すことで

あった . 

2.研究方法

被験者は本学の硬式および軟式野球部に

所属した経験のある 20名で、あった. トスネ

ットに向かつて通常の打!躍をおこなわせ， 3次

元副J作分析をおこなった.算出項目は打球ス

ピード-およびパットのヘッドスピード，速度

変換率，上胴および下胴の角度と角速度，肘

関節角度および角速度，膝関節角度および角

速度，全身の重心移動および速度で、あった. 

3. 結果

図 1は YZ平面におけるバットのヘッド軌

跡を示したものである. YZ平面における軌

跡をみると，軟式のスイングは硬式よりコン

パクトで、あった.また軟式のスイングは硬式

のスイングよりも地面に対して水平にヘッ

ドが動くレベルスイングであったのに対し

て，硬式はやや上方に動くアッパースイング

をしていた.重心速度はトップ前後において

軟式よりも硬式の方が有意に大きな速度で

移動していた.トップ~インパクト聞の重心

移動距離は軟式の方が硬式より大きかった

が，有意差はみられず，有意な傾向を示した 

(pく 0.1). 

4.考察

軟式はボールが柔らかくインパクト時に

ボールが変形してしまうため，大きく強いス

イングをすることによってヒット性の打球

を打つことが困難になる.そのため軟式のス

イングは，硬式のスイ ングと比べてコンパク

トで，レベルスイングになっていると考えら

れる.一方硬式はボールが硬く，インパクト

時のボールの変形は軟式より 小さいため，硬

式野球では強くスイングする ことによって

より強し 1打球を打つことが可能であり，硬式

はボールのやや下側をインパク卜すること

でボールにパ ックスピン回転をかけて打球

を飛ばすので，トップからインパクトまでの

スイング軌跡は地面と平行ではないと考え

られる.重心移動は軟式の方が長い距離を遅

く動いており，硬式は短い距離を速く動いて

いた.つまり，硬式は軟式と比較すると重心

移動によって得られるエネルギーが大きく，

そのエネノレギーをうま く利用することによ

って大きなヘ ッドス ピードを獲得できたと

考えられる.
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